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荒廃地復旧対策方針の判定フローチャートと計画の推移 
 
１．荒廃地判定のフローチャート 
 平成 25 年に決定されたフローチャートを基に、現存する荒廃地を対策実行（直接山腹工、渓間工を実行）、

渓間工による代替、経過観察（露岩地等の対象物なしを含む）に判定を行い、復旧対策を決定。                                                    

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フローチャート作成後の事業地における全体計画調査 

＊平成 26 年度「迫川地区山地治山等調査設計業務」（平成 27 年 2 月報告） 

決定された荒廃地復旧対策方針（案）、判定フローチャート（案）を用いて調査を実施している。 

 ＊平成 28 年度「迫川地区全体計画調査設計業務」 （平成 29 年 3 月報告） 

新規荒廃地を含む全ての未着手の荒廃地に対して同対策方針との整合を確認、差異は認められなかった。 

２．平成 20 年当初と平成 28 年度調査での荒廃量の推移 
       事業地全体の荒廃量の推移（平成 20 年～平成 30 年完了時予測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成 20 年度～平成 24 年度までは、優先度Ａ・Ｂ・Ｃにより、全ての荒廃地に対して復旧対策を行う方針 

 ＊平成 26 年度からは、左記フローチャートによる荒廃地判定結果から、対策実行と判定された荒廃地に対し

て復旧工事を実施する方針 

 

３．事業地における復旧計画（単位：箇所） 

４．平成 29 年度施工箇所数・平成 30 年度計画数内訳（単位：箇所） 
 

＊この表に加え、平成 29 年度は耕英地区で 1 

箇所の山腹工が施工される。No.5 山腹脚部 

の平坦地に、倒木処理の木材チップを利用 

した植栽基盤整備であり、直接的な荒廃地 

復旧対策とは異なる工事である。 
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⑬ 崩壊地からの

新たな土砂供給

面積
不安定

土砂量
崩壊率 面積

不安定

土砂量

ha (個) ha m3 ％ ha m3 ha m3 %
(173)

2,440 63.21 1,110,245 2.59 22.51 836,350 85.72 1,946,595 3.51

(126)
2,440 21.80 194,168 0.89 11.77 303,460 33.57 497,628 1.38

(117)
2,440 18.95 143,750 0.78 8.31 135,400 27.26 279,150 1.12

(120)
2,440 18.49 119,260 0.76 6.83 113,650 25.32 232,910 1.04

(115)
2,440 17.81 113,790 0.73 4.73 58,050 22.54 171,840 0.92

荒廃率

平成20年

年度
事業地

面積

山腹荒廃地（崩壊地） 渓流荒廃地 荒廃地

面積
計

不安定

土砂量
計

平成24年

平成26年

平成28年

平成30年
完了時予測

年度 平成20年

既設及び 経過 計画総数 進捗率

計画 計 計 既設 計画 計 観察 Ｃ＋Ｄ Ｅ／Ｂ

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ）

渓間工 75 67 25 92 71 (4) 25 96 65 8 73 23 96 100

山腹工 181 83 117 200 85 (2) 117 202 82 5 87 115 202 100

合計 256 150 142 292 156 (6) 142 298 147 13 160 138 298 100

　　経過観察→実行に変更あり（）内は、H27追加計画数（内数）

当初計画区分
経過

観察

既設及び

計画

(Ａ)+(追加)

経過

観察

平成26年度の事業計画 平成27年度の事業計画 平成28年度の事業計画 平成30年予測

山腹工 渓間工 山腹工 渓間工

耕英 - 5 - 1 6

日影森 - - - - -

洞万 1 2 3 - 6

浅布 1 - - - 1

本沢軽井沢 - - - - -

温湯 - - - - -

計 2 7 3 1 13

合計地区名

平成29年施工 平成30年計画
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５．既設及び荒廃地判定フローチャートに基づいた荒廃地の判定別割合 
   （平成 28 年度調査結果より） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
＊平成 28 年度調査結果における事業地の現況 
 
○整備目標（整備水準）について 

実行と判定された山腹工・渓間工は、全ての箇所を整備する。（整備率 100％） 
 

○施工状況 
地区別治山施設箇所数（単位：箇所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○事業地の荒廃状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事業地全体の荒廃率の推移（単位：％） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊平成 19 年の荒廃率は、隣接する国有林内で実施した治山流域別調査の値を参考 
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付帯施設

渓間工 山腹工 小計 （運搬路）

耕 英 28 25 53 3 56

日 影 森 2 4 6 - 6

洞 万 20 21 41 1 42

浅 布 3 9 12 - 12

本沢軽井沢 11 7 18 - 18

温 湯 1 16 17 - 17

合計 65 82 147 4 151

地区名 合計
治　山　施　設

面積
不安定

土砂量
崩壊率 面積

不安定

土砂量

ha (個) ha m3 ％ ha m3 ha m3 %
(42)

1,171 11.04 96,130 0.94 6.22 105,550 17.26 201,680 1.47
(2)

192 0.27 635 0.14 0.00 0 0.27 635 0.14
(69)

524 6.13 17,930 1.17 0.43 6,800 6.56 24,730 1.25
(4)

306 0.69 3,700 0.23 0.14 1,100 0.83 4,800 0.27
(2)

125 0.18 415 0.14 0.00 0 0.18 415 0.14
(1)

122 0.18 450 0.15 0.04 200 0.22 650 0.18
(120)

2,440 18.49 119,260 0.76 6.83 113,650 25.32 232,910 1.04

(115)
2,440 17.81 113,790 0.73 4.73 58,050 22.54 171,840 0.92

洞万

浅布

本沢軽井沢

温湯

計

平成30年
完了時予測

荒廃率

耕英

地区名
事業地

面積

山腹荒廃地（崩壊地） 渓流荒廃地 荒廃地

面積
計

不安定

土砂量
計

日影森

＊荒廃率について 
 荒廃率（％）＝荒廃地面積／流域面積 
 
分子となる荒廃地面積：【整備前全ての荒廃地面積】－ 

【直接山腹工の面積 ＋ 渓間工による渓流荒廃地の安定面積 
＋ 代替施設（渓間工）による山腹の安定面積】 

山腹 渓流(ダム工）

41％
82個

2％
5個

10％
21個

33％
66個

14％
28個

24％
23個

8％
8個

68％
65個

区 分 凡 例

既    設

計    画

代替施設

経過観察

経過観察
（対象物なし）
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